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はじめに
　本研究では、女子テニス選手と指導者からみ

た選手のアンフォースドエラーの原因について

質問紙調査からどのような差異がみられるかを

明らかにした。

方法
　対象は大学に所属している女子テニス選

手とその指導者とし、UEの質問紙は平田ら

(2011,2014,2015)、柴原ら(2015)を参考に状

況判断過程、技術的・心理的な問題に関する47

項目からなる質問紙を作成した。

結果
　インカレ本戦レベル、地域学生本戦レベル

の選手では上位４項目は同じであった。いずれ

も「コースを狙いすぎた」「攻め急いだ」といっ

た、プレーの選択に関する項目と技術的な問題

と思われる「力が入り過ぎた」の項目で高い得

点であった。予選レベルの選手では他の競技レ

ベルと３項目は同じであったが、「打つべきでな

いところで打ってしまった」「手打ちになってし

まった」といった、状況判断過程、技術的な問題

での項目で高い得点がみられた（表１）。 

　指導者はどの競技レベルに対しても「十分な

体勢で打っていなかった」という項目で高い得

点がみられた。全日本出場レベル選手の指導

者では、「攻め急いだ」「いつも入るボールが入

らなくなった」といった、できていると思われる

プレーができていないといった項目で高い得点

であった。インカレ・インターハイレベルの選

手に対しては、「力が入りすぎた」「コースを狙

いすぎた」といったプレーの選択に関する項目

で、特に余裕のあるプレーでの項目で高い得点

であった。地域大会以下レベルの選手に対し

ては、「足が間に合わなかった」「構えが遅すぎ

た」といった技術的な問題の項目で高い得点で

あった（表２）。

まとめ
　競技レベルにおいてUEの原因には大きな

違いはみられなかったが、競技レベルの高い選

手では「狙いすぎた」「攻め急いだ」といったプ

レーの選択に関する内容で、低い選手では「緊

張していた」「焦っていた」といった心理的な問

題や「足が間に合わなかった」といった技術的

な問題での原因がみられた。

指導者では競技レベルの高い選手では状況判

断過程での、低い選手では、技術的な問題での

UEが多いと感じている。今後の課題として、UE

の原因の構造を明らかにし、練習や指導におい

て貴重な情報を提供していきたい。

　本研究は「平成27年度専修大学研究助成

（個人研究）」の助成を受けたもので、第27回日

本テニス学会にて発表を行ったものである。
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